
立春を過ぎてからも雪は降り止まず、校長室の窓から見える庭も池も境目が分からないくらい

雪に覆われています。皆さんのご自宅や職場でも、今年の雪には手を焼いていることでしょう。

さて、相変わらずコロナ禍は心配で、地震も大雪もと大変なことが多く、毎日忙しく過ごしてい

るうちに令和２年度は残りわずかになりました。一人一人の子ども達が、春には一歩進めるように

一日一日を大切にして行こうと考えています。

「さようなら」を学ぶ３月
もうすぐ３月。人とお別れすることが多い月です。「さようなら」は、子ども達にとっては悲しいで

きごとですが、その度に心を成長させていくものだと感じています。

あれは、１年生を担任した時のことです。転勤することになり離任式で涙をこらえて「みなさんさ

ようなら」とあいさつしたのですが、見送りの列にいた１年生から「明日は、何して遊ぶ？」と言わ

れたことがありました。１年生は、「さようなら」の意味がよく分かっていないのだと感じて、余計に

その子との別れが辛くなったことを思い出します。

３・４年生になると、「私を忘れないで…。」という反応が増えてきます。自分を中心に「さような

ら」を感じていますから「私を…。」と寄せ書きに書きます。これが、高学年では「あなたを忘れな

い。」「これまで、ありがとう。」と感じる子が増えてきます。「さようなら」の経験を重ねた子どもは、

人と別れることの意味を知り、去り行く人と心を通わせるようになります。別れを大切にできる子

は、人を大切にできる子に成長していきます。

だから、「さようなら」のこの時期を大切にしてほしいのです。学校での

最大の「さようなら」は、卒業式です。更に、離任式、６年生を送る会など

を体験させ、一つ一つの行事の意味を考えさせながら、「さようなら」を心

いっぱいに感じさせることを大切にしています。

２学期末から今年度の反省を始めました。その結果をもとに、３学期は令和３年度の教育計画

を作っています。気が早いようですが、４月のスタートまでに全ての計画を作成して、教育委員会

に届け出る仕組みになっています。学校行事の日時や、何月には何を勉強するかなどを決めて

しまいます。

昨年度作った令和２年度の計画は、コロナウイルス感染症対策のために変更を余儀なくされる

ことになりました。今作っている令和３年度の計画が心配なく実行できる世の中になることを祈り

ながら、職員の話し合いや関係機関との調整などを行っています。今のところ、コロナの影響が

ないと考えて計画作りを進めています。

重要な行事の日程などは、できるだけ早くお知らせしたいと考えています。ただし、色々な調

整が必要になるので、４・５月についてはお知らせできますが、その後についてはしばらくお待ち

ください。

令和３年度春の主な行事予定

４月６日（火） 入学式、始業式 ５月８日（土） ＰＴＡ奉仕作業

１６日（金） 授業参観、ＰＴＡ総会、懇談会 １５日（土） 運動会

２３日（金）～３０日（金） 家庭訪問

※ できるだけ変更の可能性がない行事についてお知らせしますが、対外的な行事や会議

などが入って日付が変更になる可能性が残っています。変更は、すぐにお知らせしますの

でご了承ください。
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